
令和８年４月１日現在

36 分団

0 分団

3 隊

0 部

0 班

1,313 人

1,210 人

1,162 人

48 人

1,199 人

11 人

0 人

3 人

43 人

9 人

34 人

49 人

23 人

14 人

1,101 人

34 台

0 台

33 台

1 台

53 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による。

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

077-525-9904

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 滋賀県
所在地

〒520-8575

市町村名 大津市 滋賀県大津市御陵町３番１号

消防団事務所管 大津市消防局消防総務課 電話番号（直通） 077-525-9901 FAX

消防団名 大津市消防団 メールアドレス otsu2301@city.otsu.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://www.city.otsu.lg.jp/soshiki/075/2301/g/shobodan/dan/1392696971944.html

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数
　大津市消防団では、地域防災の核となる消防団員として、常に防災に関する知識の修得や
技能等の向上は不可欠であることから、消防団教育訓練の一環として平成25年度より「消防
団地域防災指導員養成研修」を実施し、その修了者を「消防団地域防災指導員」に任命し、
自主防災組織や住民に対して指導的立場に立ち、地域防災力の向上並びに共助力の強化
のため、地域防災のスペシャリストとして積極的な活動に努めることを目的に本制度を導入し
ました。
　平成27年度には「大津市消防団地域防災指導員活動要領」を定め、目的、任務、出動要領
及び活動内容を明確にしたことにより、出動件数や出動人員数が増え、積極的に地域防災
力の向上に努めています。
　また、平成29年度からは地域防災指導員の更なる飛躍発展を図るため、修了者を対象に
フォローアップ研修を実施しました。研修は訓練指導に必要な知識と技能の向上を目的とし
ています。
　令和３年度から大規模災害団員として機能別団員制度（学生団員）を発足、消防団の活性
化を推進しています。
　令和６年度から、女性消防団員の更なる活躍推進のため「大津市女性消防団員パワーアッ
プ交流会」を実施し、団員間の更なる結束を深めるとともに、男女共同参画を目指した組織づ
くりに取り組んでいます。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

郵政職員

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和８年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害
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